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は Kruskal Wallis の H 検定、多重比較には Bonferroni 補
正の Mann − Whitney の U 検定を用いて分析した。統計学



























2） 生活活動時間と睡眠に関する内容 （表3, 表4, 表5）
　通園手段は、全施設ともに自家用車や通園バスが最も多
かったが、保育園は徒歩や自転車も他施設より高かった（表




















就寝時刻について Kruskal Wallis 検定を行った結果、施






眠時間について Kruskal Wallis 検定を行った結果、施設間
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